
　ＳＤＧ　
Ｓを見据えた南信州でのプログラム

地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
活
動
に
学
ぶ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
①

地
域
資
源
を
活
用
し
た
　

新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
の
考
察

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
②

地
域
の
伝
統
芸
能
・
文
化
を
知
り
、

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
③

南信州ＳＤＧ 　

ｓ教育旅行のススメ

中
学
校
教
育
旅
行
特
集

課
題
を
見
つ
け

成
果
を
表
現
す
る

体験活動で実現

解
決
に
向
け
探
究

非
認
知
能
力
を
重
視

長野県ＳＤＧ　

ｓ推進企業
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地
域
農
業
課
題
に
迫
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い
観
光
ス
タ
イ

ル
の
考
察
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子

水
引
職
人
の
指
導
で
水
引
体
験

　
テ
ー
マ
１
「
時
代
に
合
わ
せ
て
工
夫
を
重

ね
て
き
た
飯
田
水
引
の
真
髄
を
知
る
」

　
テ
ー
マ
２
「
人
形
浄
瑠
璃
が
伝
承
さ
れ

て
き
た
背
景
を
知
り
、
地
域
活
動
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
（
今
田
人
形
）

　
全
国
的
に
有
名
な
観
光
地
と
は
言
え
な
い

南
信
州
に
は
、
そ
れ
ゆ
え
俗
化
さ
れ
ず
、
文

化
的
な
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
た
観
光
資
源
の

原
石
が
数
多
く
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や

視
点
で
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。
樹
齢
４
０
０

年
以
上
の
一
本
桜
な
ど
名
桜
の
楽
し
ま
せ
方

と
保
存
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
【
進
行
】

　
①
桜
守
か
ら
桜
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や

保
存
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
と
質
疑
応
答

　
②
一
本
桜
の
実
地
案
内

　
③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆
発
表
と
講
評

　
【
狙
い
】

　
桜
の
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
考
え
、
花
の
咲

い
て
い
な
い
時
期
も
含
め
て
、
工
夫
の
仕
方

を
自
由
に
発
想
す
る
。

　
【
進
行
】

　
①
保
存
会
か
ら
今
田
人
形
の
歴
史
と
保
存

会
の
活
動
の
説
明
。
質
疑
応
答

　
②
人
形
操
作
体
験
と
人
形
舞
台
の
見
学
。

オ
プ
シ
ョ
ン
で
特
別
公
演
の
披
露

　
③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆
発
表
と
講
評

　
【
狙
い
】

　
地
元
の
中
学
校
の
部
活
動
に
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
文
化
伝
承
を
身

近
に
考
え
る
機
会
と
す
る
。

伝統芸能今田人形を後世にどう残すか

　
【
進
行
】

　
①
水
引
職
人
に
よ
る
飯
田
水
引
の
歴
史
と

そ
の
背
景
の
説
明
。
質
疑
応
答

　
②
現
在
の
取
り
組
み
と
将
来
に
向
け
た
構

想
の
紹
介
。
質
疑
応
答
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
水

引
体
験
。

　
③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆
発
表
と
講
評

　
【
狙
い
】

　
３
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
の
積
み
重
ね
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た

新
た
な
工
夫
に
よ
り
、
次
代
を
切
り
拓
く
人

々
の
意
識
と
行
動
に
触
れ
る
。
生
徒
が
自
身

の
感
覚
か
ら
何
か
を
つ
か
み
、
発
想
力
を
高

め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
長
野
県
で
は
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が


指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
六
つ
が

南
信
州
に
。
ま
た
、
南
信
州
に
は
江
戸
時
代

元
禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）
か
ら

地
場
産
業
と
し
て
伝
統
を
つ
な
い
だ
飯
田
水

引
も
あ
る
。

　
こ
の
南
信
州
の
地
で
高
齢
化
や
過
疎
化
、

生
活
様
式
の
変
化
を
乗
り
越
え
て
伝
承
に
取

り
組
む
実
践
者
か
ら
学
ぶ
、
二
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
。

　
地
域
の
農
業
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、

企
業
、
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
創

意
工
夫
を
重
ね
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域

住
民
に
よ
る
農
業
法
人
の
成
り
立
ち
と
高
齢

化
の
波
を
乗
り
越
え
る
手
法
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

　
【
進
行
】

　
①
代
表
者
か
ら
の
法
人
設
立
の
経
緯
や
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
説
明
。
質
疑
応
答

　
②
農
園
視
察
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
季
節
に
応

じ
て
、
田
植
、
り
ん
ご
摘
果
、
ブ
ド
ウ
園
、

い
ち
ご
園
作
業
体
験

　
③
り
ん
ご
園
を
生
か
し
た
新
し
い
取
り
組

み
の
提
案
。
質
疑
応
答
　
　

　
④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆
発
表
と
講
評
。
終

了
後
に
オ
プ
シ
ョ
ン
で
昼
食
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

　
【
狙
い
】

　
交
流
事
業
の
新
し
い
生
か
し
方
を
普
段
の

生
活
と
照
ら
し
て
考
え
る
。

ツリークライミング 天竜川ホワイトウォーターラフティング

　
長
野
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
南
信
州
。
南
信
州

観
光
公
社
は
、
南
信
州
の
自
然
や
産
業
、
生
活
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
生
か
し
た
「
心
高
ま
る
ほ
ん
も

の
体
験
　
感
動
体
験
南
信
州
」
を
提
供
し
て
い
る
。

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、農
業
体
験
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

農
家
民
泊
な
ど
約
２
０
０
種
類
を
用
意
。
そ
の
中
で

も
、
学
校
か
ら
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
新
学
習

指
導
要
領
の「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」を
実

現
で
き
る
と
評
判
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」だ
。

「遠山郷下栗の里」全景

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
南

信
州
の
教
育
旅
行

　
南
信
州
で
は
、
体
験
教
育

旅
行
の
受
け
入
れ
に
当
た
っ

て
、
１
９
４
５
年
か
ら
今
日

ま
で
の
ト
レ
ン
ド
分
析
を
行

っ
た
結
果
、
「
家
庭
の
教
育

力
の
低
下
が
社
会
の
教
育
力

の
低
下
に
結
び
付
い
て
い

る
」
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

今
の
子
ど
も
た
ち
は
①
学
校

と
社
会
の
連
続
性
の
遮
断
に

よ
る
人
間
関
係
構
築
能
力
の

低
下
②
自
己
肯
定
感
の
低
下

に
よ
る
自
立
性
の
危
機
③
仲

間
内
の
関
係
だ
け
で
人
と
つ

な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
関

係
性
の
危
機

が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
策

の
一
つ
が
体
験
活
動
だ
。
そ

の
有
効
性
は
多
く
の
教
育
関

係
者
が
認
め
て
い
る
。

　
新
学
習
指
導
要
領
の
目
指

す
も
の

　
近
年
の
学
習
指
導
要
領
の

流
れ
は
大
き
く
三
つ
。
２
０

０
２
年
の
「
生
き
る
力
」
を

育
む
た
め
の
ゆ
と
り
教
育
に

始
ま
り
、
次
は
ゆ
と
り
教
育

の
反
動
で
あ
る
学
力
低
下
論

を
背
景
と
し
た
「
確
か
な
学

力
」
。
そ
し
て
、
三
つ
目
が


年
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
だ
。

　
南
信
州
で
は
、
新
学
習
指

導
要
領
の
狙
い
を
「
新
し
い

時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・

能
力
の
育
成
」
と
と
ら
え
て

い
る
＝
図
。
具
体
的
に
は

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間

性
な
ど
」
や
「
生
き
て
働
く

知
識
、
技
能
」
「
未
知
の
状

況
に
も
対
応
で
き
る
思
考

力
、判
断
力
、表
現
力
な
ど
」

の
三
つ
を
身
に
付
け
る
こ
と

だ
。

　
人
間
は
「
生
涯
に
わ
た
る

学
習
者
」
と
し
て
生
き
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
中

で
、
い
か
に
自
己
実
現
を
図

る
か
、
精
神
文
化
を
高
め
て

い
く
か
が
重
要
だ
。
そ
の
連

な
り
が
「
社
会
を
つ
く
り
、

維
持
し
、
よ
り
良
く
変
え
る

力
」
に
加
え
、
「
人
と
つ
な

が
る
心
」
を
涵
養
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

　
南
信
州
で
の
体
験
活
動

は
、
こ
う
し
た
資
質
や
能
力

の
育
成
に
も
有
効
だ
。
い
つ

も
と
は
違
う
空
間
、
違
う
環

境
に
身
を
置
き
、違
う
知
性
、

違
う
感
性
を
持
っ
た
地
域
の

人
々
の
生
き
ざ
ま
や
誇
り
に

接
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
絆

と
感
動
が
青
少
年
に
内
発
的

な
自
己
変
革
を
も
た
ら
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
考
え
方

　
２
０
３
０
年
ま
で
に
貧
困

に
終
止
符
を
打
ち
、
持
続
可

能
な
未
来
を
追
求
し
よ
う
と

す
る
「
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
」
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の


の
目
標
は
一
人
一
人
の
生
活

や
人
生
に
か
か
わ
る
身
近
な

課
題
と
取
り
組
み
に
置
き
換

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
南
信
州
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
「
地
域

農
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
活
動
に
学
ぶ
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
取
り

組
み
の
説
明
を
聞
き
、
農
園

の
視
察
な
ど
も
行
い
、
交
流

事
業
の
新
し
い
生
か
し
方
を

普
段
の
生
活
と
照
ら
し
て
考

え
る
の
が
狙
い
だ
。

　
そ
の
ほ
か
「
地
域
の
伝
統

芸
能
・
文
化
を
知
り
、
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
そ
ろ
え

て
い
る
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
に
よ
る
世
界
の


歳
を
対
象
と
し
た
２
０
１
８

年
の
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
、
調
査

カ
国
）
で

日
本
は
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

８
位
、
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

５
位
と
な
っ
た
。
南
信
州
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
に
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
論
理
的
思
考
力
を
よ
り

高
め
、
さ
ら
に
学
習
意
欲
や

社
会
参
画
意
識
を
醸
成
す
る

た
め
、
「
課
題
を
見
つ
け
」

「
解
決
に
向
け
て
探
求
し
」

「
成
果
を
表
現
す
る
」
と
い

う
一
連
の
過
程
を
体
験
学
習

を
通
じ
て
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
認
知
能
力
か
ら
非
認
知
能

力
の
重
視
へ

　
世
の
中
は
「
正
解
の
な
い

問
い
」
に
答
え
を
出
せ
る

「
問
題
解
決
能
力
」
や
「
創

造
性
」
を
持
つ
人
を
求
め
て

い
る
。
南
信
州
で
は
、
学
歴

や
偏
差
値
で
そ
う
し
た
能
力

の
有
無
は
測
定
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
次
代
を
切
り
拓

く
子
ど
も
た
ち
に
は
Ｉ
Ｑ
や

学
力
テ
ス
ト
で
計
測
さ
れ
る

「
認
知
能
力
」
で
は
な
く
、

「
非
認
知
能
力
」
が
そ
の
職

業
人
生
に
お
い
て
も
必
要
と

さ
れ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は

真
面
目
さ
、
開
放
性
、
外
向

性
、
協
調
性
、
精
神
的
安
定

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
人
間

力
と
言
い
換
え
て
も
良
い
も

の
だ
。

　
万
全
の
受
け
入
れ
態
勢

　
南
信
州
は
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
と
持
続

可
能
な
世
界
、
日
本
、
地
域

を
創
る
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
「
Ｊ
Ａ
み
な
み
信

州
」
な
ど
地
域
団
体
や
生
産

者
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て

企
画
。
ま
た
、
新
し
い
体
験

学
習
の
た
め
の
学
習
支
援
者

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
の

養
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
加
え
て
、
教
育
効
果
の
高

い
体
験
活
動
を
実
現
す
る
た

め
に
は
教
育
現
場
と
の
協
働

が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

中
学
校
や
高
校
な
ど
と
緊
密

な
連
携
を
図
っ
て
体
験
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
泊
部
門
は
受
け

入
れ
農
家
３
０
０
軒
、
受
け

入
れ
人
数
は
１
２
０
０
人
と

大
規
模
校
に
も
対
応
可
能
。

コ
ロ
ナ
対
策
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
徹
底
し
、
万
全
の
態
勢

を
誇
る
。


